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戦     評 

1Q、高岡工芸のボールでスタート。両チームともゾーン Df からの立ち上がり。高岡第一は 

Df リバウンドからの速攻、高岡工芸はボールを回してドライブによる加点を狙っていた。 

互いに得点が伸びなかったが、1Q の中盤、高岡第一の 4 番が交代して入りオールコートの Df に。 

ここから高岡第一の攻撃が決まり始め、高岡工芸が TO。しかし勢いは変わらず、高岡工芸は 

攻めきれず 1Q は 20－9 で終了。2Q、高岡工芸の 5 番が Of・Df リバウンドともに頑張るが、 

ゾーンそのものの攻略にはつながらなかった。両チームともゾーンを攻めきれず、外から打た 

されて Df にとられる攻防がしばらく続く。高岡第一の 4番のステップイン、8 番の 3P が当たり 

始めると点差が開いた。高岡工芸はボール回しからのドライブで攻め、ファールをもらいつつ 

チャンスを狙うもなかなか得点にならず、39－17 で 2Q を終える。 

3Q、互いにゾーンに対して攻略できるようになり一進一退の攻防。中でも高岡工芸の 9番が 

スペースに飛び込んだりドライブから加点を続ける。残り 3 分、高岡工芸はオールコートプレ 

スを仕掛けるが、高岡第一はパスをつなげて攻撃を続け、58－34 で 3Q 終了。4Q、高岡工芸は 

ハード Df をするが、高岡第一 9番はその中でも得点を重ねた。高岡工芸も 6番と 9 番の 3 連続 

3P などで流れを戻そうとする。高岡工芸の TO 後、高岡第一 5 番が 4つ目のファールで交代する 

が、大勢に影響なかった。その後も高岡第一 9番のプレイが流れを渡さず、その後高岡工芸 

5 番の 5 ファールもあり、80－55 で高岡第一の勝利となる。 

高岡第一は 3年連続 4回目の優勝を果たした。 
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